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1,2）一関地区支部消防操法競技会

で訓練の成果を競う消防団員（ ６月

10日）

【成績】ポンプ車の部①花泉第3分

団②千厩第 3 分団③川崎第1分団

【小型ポンプの部】①室根第1分団、

②藤沢第1分団③東山第3分団

3,4）市内の自主防災組織も参加し

た一関市水防訓練（７月1日）

5,6,7,8）藤沢地域第24区自治会の

自主防災訓練（６月17日）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

災
害
時
の
情
報
伝
達

　

市
は
今
年
４
月
、一
関
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ「
Ｆ
Ｍ
あ
す
も
」
を
開
局

し
た
。
緊
急
時
や
災
害
時
に
は
Ｆ

Ｍ
あ
す
も
を
通
じ
て
防
災
情
報
や

災
害
情
報
を
速
や
か
に
発
信
す
る

体
制
を
整
え
た
。

　

５
月
４
日
に
大
雨
洪
水
警
報
が

発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
午
前
７
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
の
間
に
番
組

内
で
水
位
情
報
を
提
供
し
た
り
、

注
意
を
喚
起
し
た
り
と
10
回
に
わ

た
っ
て
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め

の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

　

大
き
な
災
害
が
起
き
た
場
合
は

市
が
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て

「
臨
時
災
害
用
Ｆ
Ｍ
放
送
局
」
を
開

局
す
る
。

　

Ｆ
Ｍ
あ
す
も
は
、
市
が
進
め
る

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

現
す
る
た
め
の
重
要
な
情
報
媒
体
。

前
倒
し
し
て
開
局
し
た
。
現
在
良

好
に
受
信
で
き
る
エ
リ
ア
は
市
全

域
の
約
７
割
で
、
約
３
割
が
難
聴

エ
リ
ア
だ
。
市
は
、９
月
頃
を
め
ど

に
新
た
な
中
継
局
を
設
置
し
て
受

信
エ
リ
ア
を
拡
張
し
て
い
く
。
中
継

局
を
追
加
設
置
し
て
も
聞
こ
え
な

市
の
防
災
最
前
線

守
ら
れ
る
か
ら

守
る
へ

行
政
や
消
防
に
頼
る
だ
け
で
な
く

自
分
た
ち
で
で
き
る
防
災
へ
の
取
り
組
み

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
た
災
害
時
の
情
報
伝
達

消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
の
強
化
充
実

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
加
速
す
る
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日常は、身近な情報を提供し、

緊急時や災害時は防災情報を発

信する。停電時でも機能するメ

ディア。安全・安心のまちづくり

を実現するために重要な役割を

担う。国レベルで認知されている

情報媒体でもある。

い
場
合
は
、
さ
ら
に
中
継
局
を
設

置
す
る
。
そ
れ
で
も
聴
取
で
き
な

い
世
帯
は
個
別
対
策
を
行
う
な
ど
、

全
て
の
市
民
が
正
常
に
受
信
で
き

る
環
境
を
13
年
３
月
ま
で
に
整
え

る
計
画
だ
。

平
成
の
町
火
消
し

郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
る
消
防
団

   

消
防
団
は
消
防
組
織
法
に
基
づ

く
消
防
機
関
。
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ

る
住
民
組
織
だ
。
地
域
の
消
防
防

災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
住
民
の
安

全
と
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を

問
わ
ず
活
動
し
て
い
る
。

　

市
消
防
団（
大
森
忠
雄
団
長
）

は
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

訓
練
や
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

災
害
現
場
に
飛
び
込
む
と
い
う
こ

と
は
、
わ
が
身
を
危
険
に
さ
ら
す

こ
と
。
最
前
線
で
活
躍
で
き
る
の

は
、日
ご
ろ
の
厳
し
い
訓
練
が
あ
れ

ば
こ
そ
だ
。

　

団
員
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
と

技
術
の
習
得
が
求
め
ら
れ
る
。
消

防
操
法
訓
練
や
水
防
訓
練
は
、
機

械
器
具
の
取
り
扱
い
や
操
作
方
法
、

河
川
増
水
時
の
堤
防
決
壊
を
防
ぐ

工
法
な
ど
を
習
得
す
る
機
会
で
あ

り
、
本
市
の
防
災
上
、
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
訓
練
で
あ
る
。

　

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
と
東
日

本
震
災
を
経
験
し
た
今
、
多
く
の

市
民
が
消
防
団
の
存
在
意
義
を
再

認
識
し
て
い
る
。
団
員
の
意
識
や

士
気
も
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。

人
災
を
な
く
す
た
め

そ
れ
が
自
主
防
災
活
動
だ

　

近
年
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
の

進
行
と
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ

て
、
家
庭
力
が
低
下
し
た
り
、
地
域

の
連
帯
感
が
薄
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

防
災
の
基
本
は「
助
け
合
い
」。

自
分
か
ら
家
族
へ
、
そ
し
て
隣
近

所
、
地
域
へ
と
、
足
元
か
ら
支
援
の

手
を
伸
ば
し
て
い
く
構
図
が
不
可

欠
だ
。
災
害
時
、
確
実
に
機
能
す
る

組
織
で
あ
る
た
め
に
は
、
ま
ず「
地

域
を
知
り
、
人
を
知
る
」
こ
と
が
大

切
。
互
い
の
家
や
家
族
の
こ
と
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。

地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
安

否
確
認
や
避
難
誘
導
で
き
る
体
制

を
、日
ご
ろ
か
ら
築
い
て
お
こ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
同
時

広
域
的
に
発
生
す
る
大
規
模
災
害

で
は
、
行
政
や
消
防
な
ど
の
支
援

の
手
が
届
く
ま
で
に
は
相
当
な
時

間
が
か
か
る
こ
と
を
覚
悟
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
ま
で
生
き

抜
く
た
め
の「
備
え
」
は
自
分
で
準

備
す
る
し
か
な
い
。

　

人
災
を
な
く
す

―
。

　

そ
れ
が
自
主
防
災
活
動
の
目
的

だ
。
人
を
守
り
、
支
え
、
助
け
、
救

う
の
は
人
で
あ
る
。
地
域
の
絆
こ

そ
、
自
主
防
災
活
動
の
原
点
だ
。

自分たちのまちは自分たちで守りたい。内

容の充実した訓練を継続的、積極的に実施

し防災力を高めていきたい。操法競技会も

訓練の一つ。県大会では一関市消防団の意

気込みを示したい。団員の活動を社会全体

が理解し協力してくれる環境も必要だ。

一関市消防団室根第１分団第2部 　菅原実副部長

守りたいものがある、士気を高めて防災の最前線へ

藤沢地域第24区自治会　千葉ひろあき会長

命も財産も自ら守る、災害に負けない地域の連帯を

災害や緊急事態にも対応できる体制を整えて

いる。速やかに情報を発信して、二次災害を防

ぐことがラジオの役目。災害時などには関係

機関と連携しながら、対処の方法などを正確

に伝えていきたい。防災や減災にラジオの情

報伝達力を発揮していきたい。

一関コミュニティＦＭ放送局　千葉康司放送局長

いつも地域に寄り添って、防災情報で命をつなぐ

火災、風水害、震災などの災害

対応のほか、地域密着性、要員

動員力および即時対応力といっ

た特性を生かしながら、地域コ

ミュニティの維持、振興にも大き

な役割を果たしている。本市は、

1 本部 8 地域本部体制だ。

東日本大震災の時もそうだったが、災害時には

「誰でもできる」「何でもできる」ことが重要。シ

ナリオを明かさない訓練は、そのために欠か

せない。さまざまな災害が想定されるが、これ

まで積み重ねてきた経験を生かして、地域住

民の命を守り、安全を確保していきたい。

「地域を知り、人を知る」自主防

災組織は災害時、最も素早く確

実に機能する組織。地域内での

人災をなくすことが目的だ。藤沢

第 24 区自治会は、シナリオを明

かさない訓練を重ね、意識を高

め、スキルアップしている。

防災のカギは助け合い、支え合う、真のコミュニティーの再生
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コミュニティFM

消防団

自主防災組織
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Sugawara Minoru

Chiba Kouji


